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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・９月に入っても暑さが続き、秋物の出足が遅れたも
のの、秋のトレンドがはっきりしているため、比較
的、客の購買活動が早めに秋冬物にシフトしている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・観光客の入込が前年より若干良いことから、売上は
上向いている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量は前年比99％だが、商品単価の上昇により、
売上は前年を上回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・タスポの効果による売上の増加は継続していること
に加えて、気温が高いという好要因が重なり、売上は
伸びている。

変わらない 一般小売店
［酒］（経営

販売量の動き ・販売量の動きは、特に良くも悪くもない。こうした
流れは、今年に入ってから継続している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・前年にないようなイベントを行っても、ここ数か月
売上は前年比95％台で推移している。気温が前年より
低めで推移しているが、秋物の購買が順調とはみられ
ず、客単価も低下している。

スーパー（役
員）

単価の動き ・売上や客単価は順調に推移しているが、客１人当た
りの買上点数が前年比97.6％と減少している。商品単
価の上昇が客の買い控えにつながっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・タスポの導入に伴い売上は増加しているが、原材料
の値上げなどの影響により消費者の買物行動がシビア
になっている状況に変わりはない。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・３か月前と比較すると客単価が上昇している。まと
め買いで少しでも安く買おうという客が増加してお
り、たばこや食品のまとめ買いが増加しているため、
結果として以前よりは客単価が回復している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

単価の動き ・ガソリンの節約志向により、同業者間の価格競争が
激化している。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・客に安価な企画商品を案内しても、興味は持つもの
の、申込にはつながらない。

タクシー運転手 来客数の動き ・13日からの３連休については観光客の入込が多く、
売上も少し増えたが、連休が終わると急に暇になって
売上が落ち込んだ。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・７月以降、来客数の減少が続いてきたが、今月は比
較的天候に恵まれたことから個人客を中心に来客数が
増えている。全体としてみても何とか前年並みの来客
数を維持できそうな状況にある。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前と比較すると、来客数は102.8%とほぼ変動
はなかった。航空運賃や物価の上昇など、悪い材料が
あった割には、来客数が減少しなかった。

その他レジャー
施設（職員）

来客数の動き ・当施設特有の問題もあるのかもしれないが、施設利
用者のリピート率が低下している。体力作り、健康作
りに際して、たとえ格安であっても有料のスポーツジ
ムなどを利用せずに、お金の掛からない屋外ウォーキ
ングで済ませる傾向が出てきているとみられる。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・冬を控えて好材料は見当たらないが、秋の行楽や小
旅行に出掛けるなど、客の様子に景気に対しての緊迫
感はあまり感じられない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月は20日過ぎまで残暑が続き、夏の服装で過ごす
ことができたため、秋冬物衣料に動きがみられず、路
面店では前年を20～30％も下回った店舗もみられた。
また、酒店ではビールの動きが鈍化しており、前年並
みの売上にとどまった。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・先行きへの不安が高まっているなか、食料品や灯油
の値上がりが家計に影響を与え始めてきた。ただでさ
え慎重な購買行動が更に慎重になっており、セールや
季節商品に対する客の反応が非常に弱くなっている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・来客数が伸びてこないため、販売量も伸びず、厳し
い状況にある。

家計
動向
関連



百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・レディスファッションで客単価が上がってこない。
節約志向が依然として強いことに加えて、月間を通じ
て気温が高く推移したことが拍車を掛けている。例年
であれば、気温の低下とともにジャケットや薄手の
コートなどが動き始める時期であるが、今年はロング
カーディガンやニットなど羽織物で代替しているよう
だ。消費者の節約行動が秋物の主力商材の販売量の減
少につながっており、客単価の低下の原因となってい
る。

百貨店（役員） 単価の動き ・客単価の低下が非常に顕著になってきた。男性のサ
ラリーマンも少しでも安価なものを探しているようで
ある。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・生活感としては以前と変わりないが、米国の金融不
安の世界的な影響がマスコミで報道されるなか、先行
きへの不安感が大きくなっており、度重なる生活必需
品の値上げで疲れ果てている消費者心理が尚一層萎縮
している。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・商品価格高騰の影響で、ハムやソーセージ、牛肉の
手切り焼き肉が伸び悩む一方で、鶏肉、豚肉、ラムな
どの生肉やひき肉、ギョウザの皮などが好調に推移し
ており、客の低価格志向が一層高まっている。

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・原材料価格の上昇に伴う食料品の値上げが続くなか
で、客の買い控えが出ており、来店頻度も低下してい
る。それらの影響によって売上も厳しくなっている。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・以前は特売をすればある程度物が売れたが、近頃は
特売をしても物が売れなくなっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・前年と比較して来客数が減少している。入店してい
るショッピングセンター本体も同様の状況にある。消
費動向としても、気温が低下し、秋物の実売期を迎え
たにもかかわらず、低迷状況が続いていることから、
客が消費を抑えていると感じる。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・オリンピック需要の反動が出ており、大型液晶テレ
ビが伸び悩んでいる。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・前年の地上デジタル放送開始の反動もあり、今年は
売上、来客数共に、前年を大幅に下回った。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量に占める小型車の割合が高くなっており、販
売量の良くなかった前年よりも売上が減少している。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数は前年を15％も下回った前月からは大きく回
復したが、前年から８％程度の減少となった。気温が
高く、天候が安定していたなかで、大きなイベントや
中小の催し物が開催されたことにより、消費者の外出
する機会が増えたためとみられるが、企業や個人にお
ける防衛意識は更に強まっている。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・前月と同様に、ランチは前年比112％と健闘した
が、ディナーは前年比85％と苦戦している。ただし、
毎月のメニューの一部見直し・変更により、客単価が
前年比107％と上昇していることから、売上はほぼ前
年並みであった。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・前年並みの売上となったが、３か月前と比べると状
況はあまり良くない。雨天日が少なかったため、天候
による上下はなかったが、２度の連休のためか業態に
よる格差があり、観光客の多い店では繁盛したよう
だ。北海道洞爺湖サミット終了後、洞爺湖の来客数は
前年並みと健闘しているが、インターネットの書き込
みなどで細かいクレームが増えており、対応に苦慮し
ているようだ。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・来客数の動きはここ数か月と同様に厳しいものがあ
る。７月は洞爺湖サミットの影響、８月は北京オリン
ピックの影響と特定の理由があったが、９月はそう
いった理由も見付からず、全般的な不景気のなかで、
こうした来客数の動きになっているとみられる。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・観光客の動向をみると、国内客、海外客共に、販売
量は維持できているが、客単価が低下している。ま
た、客の財布のひもが引き締められており、食事や売
店での消費額も減っている。



旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は、10月の先行販売が好調なものの、９月
の受注は前年比60％と不調であった。国内旅行は前年
比90％を割り込んでおり、依然として不調である。全
般的に長期の旅行が伸び悩んでいる傾向にある。一
方、宿泊券の販売については危機的な状況にある。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客からの電話注文は、前年を15％程度下回ってい
る。全体の売上としても前年を10％程度下回ってい
る。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・白髪染めを始めとしたヘアカラーを自宅でする客が
増えており、全世代にわたって出費を控えている傾向
がみられる。そうした影響から売上が前年を10％以上
も下回っている。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・不動産業者やマンション業者が次々につぶれてい
る。都心部ではマンションの在庫も増えており、危な
い経営状況にあるゼネコンも増えている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街最大のイベント終了後、客の出控えにより来
客数が減少しており、それに伴い販売量が落ち込んで
いる。特に、洋服や装飾関係では、通常の４分の３程
度の来客数にとどまっており、減少が目立っている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・スーツなどの高額商品が不振である。化粧品も、
セール品に集中する傾向がみられるほか、これまで
使っていたブランドを１ランク下げるなどして、生活
防衛に走っている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は増えてきているが、買上点数が落ち込んで
いるため、売上が減少している。

コンビニ（オー
ナー）

販売量の動き ・夜に人が出歩いていないため、夜間の来客数が減少
している。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・今月に入って、テレビやパソコン、冷蔵庫、洗濯機
といった大型家電商品の販売量が極端に悪くなってき
ている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・市場が前年と比較して大幅に落ち込んでいる。物価
高、燃料高で先行きへの不安があり、自動車の買換え
まで手が届かないとの話をよく聞く。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・温暖な気候も影響したのか、来客数が前年から10％
程度減少しており、来客数の減少が本格的になってき
ている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・燃油サーチャージの高騰により、海外旅行が敬遠さ
れており、これまで海外旅行を楽しんでいた人達は、
価格的に手軽さのある国内旅行にシフトしている。一
方、国内旅行を楽しんでいた人達は、景気の不透明さ
やガソリンの高騰により、本州旅行から道内旅行にシ
フトしている。また、道内旅行を楽しんでいた人達
は、日帰り旅行や街中ショッピングにシフトしてお
り、極端な場合であれば外出そのものを控えている。
全般的に、旅行関連の支出は以前よりも絞られている
状況にある。

タクシー運転手 来客数の動き ・９月は天気が良かったせいか、タクシーの利用が前
年から大きく減っている。特に夜間の利用が極端に少
なくなっている。

タクシー運転手 販売量の動き ・夜間の酔客が減少しており、客待ちの空車タクシー
の列が長くなっている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者

来客数の動き ・ガソリンの高騰もあってマイカー利用客の客足が遠
のいており、観光客は８月に引き続き２けたの減少と
なっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・原料価格の高騰により、飼料、肥料については買え
る時に輸入して、国内で保管している状況であり、全
国的に貨物のサイロ、営業倉庫の在庫量が増大してい
る。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・例年であれば、農家の繁忙期で活況となるが、今年
は目立った動きがみられない。

企業
動向
関連



やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・事故米を始めとした食品原材料にかかわる事件や事
故が消費者の購買意欲を低下させており、受注量の減
少につながっている。

食料品製造業
（役員）

受注価格や販売
価格の動き

・引き続き原材料価格の値上げが続いているなか、燃
料費の上昇、物流コストの上昇もあり、商品の販売価
格の値上げが思うように進んでいない。

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・道内景気の低迷に加えて、資材や燃料費のアップ等
により、以前からささやかれていた建設プロジェクト
物件に中止や延期が相次いで発生している。いくつか
の大型物件は予定通りプロジェクトが進んでいるが、
その他のプロジェクトについては先が全く見えない状
況になっている。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較して販売量や商談数の減少が目に付
くようになってきた。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・道内企業の設備資金需要は少ない。また、原材料価
格の上昇が企業収益の確保を困難にしている。食品や
灯油など生活必需品の価格上昇は消費マインドを冷や
している。住宅着工件数もマンション需要の低迷から
落ち込んでいる。公共投資の減少傾向も続き、地方経
済を支えてきた建設業界は厳しさを増している。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・函館～青森間を運航するフェリーの11月の航路撤退
が決定したこと、函館～ソウル間の航空便の減便が決
定したことなど、その原因となっている観光産業の需
要の落ち込みが深刻な状況にある。

司法書士 取引先の様子 ・不動産業、建築関連、金融機関等の取引状況から、
厳しい状況にある。

その他サービス
業［システムハ
ウス］（経営
者）

競争相手の様子 ・受注量が減って、人余りを起こしている会社が出て
きている。

悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（役
員）

受注価格や販売
価格の動き

・道内の経済活動の縮小に伴い、信用取引をベースと
している中小企業において、資金が回らずに倒産する
企業が増加している。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注価格や販売
価格の動き

・消耗品は売れているが、設備機械、作業工具等の商
品の売れ行きが悪い。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・タクシーなど運輸関係の求人が前年から半減してい
るほか、流通系の求人も約４割減少している。求人数
全体としては、前年から１割の減少となっている。過
去１年間の累計でも前年を１割以上下回っており、復
調の兆しが見えない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８月の有効求人倍率は0.45倍と前年を0.07ポイント
下回っており、ここ数か月、0.40倍台で推移してい
る。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・９月中旬に未内定者向けの会社説明会を実施した
が、参加した学生も企業も少なく、直接内定に至った
ケースは非常に少なかった。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・今春まで勢いのあった本州方面への派遣請負関係の
求人広告件数が減少している。地元の求人広告件数も
８％前後の減少となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８月の有効求人倍率は0.41倍で前月より回復した
が、９か月連続で前年を下回っている。一方、新規求
人数は前年から15％の減少となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８月の新規求人数は前年を21.1％下回り、新規求職
申込数は前年を0.4％下回った。月間有効求人倍率は
0.41倍となっており、前年から0.09ポイントの減少と
なった。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人数が減少傾向にある一方で、一定の知名度があ
る求人に対しては求職者の応募が増加している。先
日、社内で登録会を行った際には、前年を４割も上回
る登録者が来場しており、真剣に求職活動を行ってい
る様子とともに、転職市場において厳しさが増してい
る様子がうかがえる。

雇用
関連


